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第 142 回 定例記者会見 

 

 

日時：令和 4 年 2 月 28 日（月）10：30～11：00 

場所：広島大学 東広島キャンパス 法人本部棟 5 階 5F2 会議室 

   ※ テレビ会議システムにより、記者会見の模様を同時配信 

     受信場所：東千田キャンパス 東千田校舎 A 棟 1F 会議室 

※ YouTube による録画配信を実施 

 

 

【発表事項】 

１．「第 4 期中期目標期間における広島大学のあるべき姿」を策定しました 

 

 

 

 

 

 

  ２．本学の提案が科学技術振興機構の「令和 3 年度・共創の場形成支援 

プログラム（COI-NEXT）本格型」に採択されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和 4 年 3 月下旬 

場所： 広島大学 霞キャンパス 



 

第 142 回  定例記者会見 発表事項 1     

 

令和４年２月 28 日 

 

 

 

「第 4 期中期目標期間における広島大学のあるべき姿」を策定 

 

  

今年 4 月から国立大学法人の第 4 期中期目標期間（6 年間）が始まります。 

 これに合わせて広島大学では、１月２７日に、第 4 期中期目標期間におい

て本学が進むべき道を示す「第 4 期中期目標期間における広島大学のあるべ

き姿 ～『平和を希求する大学』として 100 年後にも世界で光り輝くために

～」を策定しました。若手教職員や部局等構成員、経営協議会学外委員などか

ら広くいただいたご意見も踏まえたものです。 

 

 新型コロナウイルス感染症の流行をはじめ気候変動、流動化する国際情勢な

ど、本学を取り巻く環境も、いっそう厳しさを増しています。 

 激動の時代にあって、広島の地にある国立の総合研究大学としての使命を改

めて見つめ直し、新たな社会の創造に向けて進むべき道（=方向性）を一にし、

構成員一丸となって歩みを進めていくことが必要不可欠であると考えていま

す。 

 

 本学は理念 5 原則の下、「100 年後にも世界で光り輝き続ける大学」を目標

に、自由で平和な国際社会を実現し、人類の幸福に貢献することを使命に掲げ

ています。 

 本学に関わる様々なステークホルダーの皆さまとの連携も深化させ、「ある

べき姿」を実現してまいります。 

 

 
 

 

 
【お問い合わせ先】 

総合戦略室 

総合戦略グループ  山本、久保田 

TEL:082-424-6052、5686 

FAX:082-424-6007 

 

 



 

 
 

第４期中期目標期間における 
広島大学のあるべき姿 

 

 

 

 

 

 
 
 

令和４年１月２７日 

 
 

～「平和を希求する大学」として100年後にも世界で光り輝くために～ 
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理念と基本方針 
広島大学は、人類史上初めての原子爆弾が投下された被爆地広島に1949年に創設された

国立の総合研究大学として、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人間性を培

う教育、地域社会・国際社会との共存、絶えざる自己変革、という理念５原則の下、世界

から期待される役割をたゆまず省察しつつ、自由で平和な国際社会を実現し、人類の幸福

に貢献することを使命とする。 
新しい平和科学の理念である「持続可能な発展を導く科学」を実践する世界トップクラ

スの教育研究拠点を構築し、地域社会と国際社会を繋ぐ知的拠点として、海外大学の誘致

やTown（地域住民や地方自治体）とGown（大学）が協働する「Town & Gown構想」の展

開により地方共創の主役を担い、多様性を育む自由で平和な国際社会の実現に貢献する

「平和を希求しチャレンジする国際的教養人」を育成する。 
また、変動し続ける社会において、100年後にも世界で光り輝き続ける大学であるために、

教育・研究・社会貢献・医療・マネジメントのすべてで自主的・自律的な機能強化及び未

来への投資を図る。研究者の自由な発想に基づく基礎研究を推進するとともに、地域から

地球規模に至る社会課題の解決、とりわけSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向

けて、カーボンニュートラルやSociety5.0等の実現に資する取組を強化し、恒久

平和と一人ひとりの多様な幸せ（well-being）を実現するための新たな知と価値を常に自己

創成する。 

 
 
１．教育 

平和を希求する理念の下に、国籍や年齢、ジェンダー、障害の有無等にかかわらず、

様々な文化的背景や発想を持ち、意欲や好奇心に満ちた人々が世界中から集う多様性あふ

れるキャンパスを実現する。地域と世界を繋ぐ教育・学修環境を提供し、個々の学生が目

標や特性に合わせた主体的で柔軟な学びを実践することにより、豊かな人間性と幅広い教

養、秀でた専門的知識と課題発見・解決能力を備え、自由で平和な持続的発展を可能とす

る国際社会の実現に貢献する人材を育成する。 
社会の変化や科学技術の発展に迅速に対応し、国際的に通用する教育を提供し続けるた

め、学部教育から大学院教育までの全体を通じて、内容や方法、実施体制について常に見

直し改善する。また、国内外の大学や地域とのネットワークを拡大・充実するとともに、

デジタル技術を活用した新たな教育環境を提供する。 
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２．研究 
大学院改組により構築した４研究科体制の下で、ディシプリンに立脚した研究を推進し

つつ、従来の学術の枠組みでは困難な地球規模の課題解決と新しい知の創造を目指す異分

野融合教育研究環境を整備し、世界トップクラスの多様な研究活動をもとに国際的なネッ

トワークの中での存在感を高める研究分野を強化・発展させる。 
社会課題発見から解決までを繋ぐ分野を越境した自由な発想による独創的な研究を可能

とする研究環境をハード及びソフトの両面で強化するとともに、国内外の優れた大学や研

究機関と連携して、地域、国及び国際社会が抱える課題の解決に向けたイノベーションを

持続的に創出する世界トップクラスの研究拠点となる。また、東日本大震災における原発

事故からの福島復興を支える大学として放射線災害に係る医療に関する研究拠点を発展さ

せる。 
 
 

３．社会貢献と「Town & Gown構想」による新しい社会の共創 
産学官民の連携・協働により、社会課題の発見から解決までを日常的に共有し、社会実

装に繋げる環境を構築する。世界的高水準のSDGs活動に取り組む大学として、国際的な産

学連携パートナーシップに基づき、地球規模の課題に対する先端的な解決策を世界に先駆

けて地域で実践することにより、広島大学「カーボンニュートラル×スマートキャンパス

5.0宣言」の実現と、国際競争力を生み出すイノベーションを持続的に創出するエコシステ

ムの構築を目指す。また、デジタルトランスフォーメーションを通じた地方の創生・活性

化や、自然災害や感染症等の脅威に対応した安全・安心で強靭な地域社会づくりに貢献す

る。 
地域や産業界と連携した教育、研究を推進し、グローバルな視野を持ちつつ地域でも活

躍できる人材を育成する。 
Town（地域住民や地方自治体）とGown（大学）が協働し、持続的な地域の発展と大学

の進化をともに目指す「Town & Gown構想」により、世界中から集う人々がその特性や役

割にかかわらず相互に尊重し認め合う、平和で快適な共生社会を実現するまちづくりの主

役を担う。 
東広島市及び周辺地域におけるSociety 5.0やスマートシティの実現に向け、東広島市及び

民間企業と締結した「包括的な連携推進に関する協定」等に基づき、キャンパスと周辺地

域を一体的に捉えた社会実験フィールドを整備するなどにより、大学と地方都市が共に発

展するモデルを構築する。 
さらに、SDGs達成に向けて、先頭に立って世界を導く志のある企業や投資家との連携、

地域課題解決のための科学技術イノベーションの社会実装の推進、来たるべき未来社会に

ついて真剣に考え創生する意欲を持つ学生への学びの機会の提供を通じて、我が国の社会

変革の駆動力となる。 
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４．時空の制約を超えたグローバルキャンパスの形成 
教育・研究・社会貢献活動における国際交流拠点の一つとして、世界から注目される魅

力ある大学づくりを推進する。さらに、アリゾナ州立大学サンダーバードグローバル経営

大学院-広島大学グローバル校の本学キャンパスへの誘致や、広島大学森戸国際高等教育学

院北京校の中国北京・首都師範大学内への設置に続き、海外の有力大学が本学で、また本

学が海外で教育研究活動を展開し、グローバルキャンパスを拡大する。また、海外拠点を

活用し、グローバルなコミュニティを構築することで、世界で活躍する卒業生を含むステ

ークホルダーとの産学官民の連携・協働を図る。 
リアル（現実）とバーチャル（仮想）を有効に組み合わせることにより、時間や空間の

制約を超えた、安心かつ安全で安定したグローバルな教育・学修・研究環境を提供する大

学となる。 
 

 
５．教育研究組織 

先進的で革新的な教育研究組織を構築し「持続可能な発展を導く科学」を実践する世界

トップクラスの教育研究拠点としての役割を果たす。再編した４研究科を基盤とした研究

科等連係課程実施基本組織や新研究科の設置、国内外の大学との連合、地方自治体等との

コンソーシアムの設置、さらに将来を見据えた教育研究組織の見直し等、現行の枠組みに

とらわれない柔軟な自己変革を進める。 
 
 
６．病院 

更なる医療の質的向上を図り、少子高齢化や疾病構造の変化、感染症等人類が直面する

新たな脅威に対応する長期的視野に立った効率の良い医療体制を整備する。デジタル技術

の更なる活用を図り、質の良い医療及び教育の提供と、教職員のワークライフバランスを

両立し得る確固たる経営基盤を確立する。 
先端医療の研究・開発を推進するために必要な人材を確保・育成し、国際競争力を有す

る世界トップクラスの医療技術の開発を推進する。 
海外拠点病院や協定校と協働して卒後臨床研修・生涯教育に及ぶキャリア形成をシーム

レスに支援し、医学・医療を牽引する国際性豊かな医療人を育成する。 
 
 
７．附属学校 

全ての学校園が、大学と一体化して、来たるべき社会の在り方を深く考え、理想に向け

て自ら行動できる人材を育成する。幼稚園から高等学校までの学校種を有する強みを活か

し、STEAM教育の推進等の先導的な実験的カリキュラムにチャレンジして、我が国の初

等・中等・高等教育を包括した教育改革を牽引する。  
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８．マネジメント 
「持続可能な発展を導く科学」を実践する世界トップクラスの教育研究拠点として、学

長のリーダーシップの下、教育、研究、社会貢献及び医療の機能を最大限に発揮できるよ

うに、財源の多様化や教職協働体制の充実により、安定した経営基盤を構築する。 
教職員全員がビジョンを共有しながらそれぞれの役割を果たす一体感のある体制である

か、また多様な学生・教職員にとって学びがい・働きがいのある環境であるかを絶えず見

直しつつ、学生の学修成果や教職員のクオリティオブライフを高める。 
さらに、IRデータを活用してエビデンスに基づく企画立案・評価を行うとともに、多様

なステークホルダーとの双方向の対話を通じてパートナーシップを深化させ、社会に開か

れた大学としての機能強化を志向した環境整備を進める。 
RPA（Robotic Process Automation）などのデジタル技術を活用した業務フローの見直しを

含むデジタルトランスフォーメーションを推進する。 



第 142 回  定例記者会見 発表事項 2     

 

令和４年２月 28 日 

 

本学の提案が科学技術振興機構の「令和 3 年度・共創の場 

形成支援プログラム（COI-NEXT）本格型」に採択   

 

                           

 科学技術振興機構（ＪＳＴ）の支援施策である「共創の場形成支援プログラ

ム（ＣＯＩ-ＮＥＸＴ）の育成型から本格型への昇格審査結果が２月１５日に

発 表 さ れ 、 広 島 大 学 が 代 表 機 関 と な っ て 提 案 を 行 っ た 「 Bio-Digital 

Transformation（バイオＤＸ）産学共創拠点」（プロジェクトリーダー：山

本卓 ゲノム編集イノベーションセンター長・教授）が採択されました。 

 

 「共創の場形成支援プログラム（ＣＯＩ-ＮＥＸＴ）は、国連の持続可能な

開発目標（ＳＤＧｓ）に基づく未来のあるべき社会像（拠点ビジョン）を策定

し、「拠点ビジョン実現のためのバックキャスト型研究開発」と、それを支え

る「持続的な運営が可能な産学共創システムの構築」をパッケージで推進する

プログラムです。本格型では１０年間かけてプログラムを推進します。 

 令和２年度に「育成型」として採択された１２のプロジェクトの中から、本

提案を含めて４件が本格型への昇格プロジェクトに採択されました。 

（参考 URL： https://www.jst.go.jp/pf/platform/index.html ） 

 

本学の提案では、「Bio-Digital Transformation（バイオ DX）」の推進によ

り、“誰ひとり取り残さず”持続的な発展を可能とする「バイオエコノミー」

社会の実現を拠点ビジョンとして掲げています。このプロジェクトでは、生物

の“プログラミング（ゲノム編集・合成）”と“デジタル化（遺伝情報の解読・

解析）”により、生物のもつ機能を最大限に引き出し、食・健康・エネルギー

の分野における、人類が直面する課題解決に挑みます。 

 

（解決を目指すＳＤＧｓ） 

・ＳＤＧ２ 飢餓をゼロに 

・ＳＤＧ３ すべての人に健康と福祉を 

・ＳＤＧ７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

・ＳＤＧ８ 働きがいも経済成長も 

・ＳＤＧ９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 
 

 

 

【お問い合わせ先】 

学術・社会連携室 

TEL:082-424-4307  

E-Mail：sangaku-renkei@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



Bio-Digital Transformation（バイオDX）産学共創拠点
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2022.02.28 学⻑定例記者会⾒

国⽴⼤学法⼈ 広島⼤学
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JST共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）の概要

（出典）JST公募説明会資料より抜粋 2



未来のあるべき社会像（拠点ビジョン）
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新型感染症対策 脱炭素気候変動に強い農作物

国産ゲノム編集技術・
スマート⽣物⼯場

バイオ医薬品の開発
微⽣物でCO2吸収・
有⽤物質⽣産

バイオものづくり
データ駆動型ゲノム育種
（デジタル育種）

品種改良の超⾼速化

「バイオ」と「DX」の異分野融合で⼈類が直⾯する社会課題を解決

ゲノム編集×昆⾍・作物×DX ゲノム編集×鶏卵×DX ゲノム編集×藻類×培養×DX



“デジタル化”
⽣物の

“プログラミング”

ターゲット２

ターゲット１

ターゲット３

⾷料問題を解決する
フード＆アグリテック

カーボンゼロを推進する
バイオものづくり

バイオDXによる
健康福祉の増進

SDGs達成に貢献する3つのターゲットを設定
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バイオＤＸ産学共創拠点の概要図
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■ビジョン

■ターゲット
1.⾷料問題を解決する
フード＆アグリテック

3.カーボンゼロを推進する
バイオものづくり

Bio-Digital Transformation（バイオDX）で
持続可能な発展を導くバイオエコノミー社会を実現

2.バイオDXによる
健康福祉の増進

○SDGs/パリ協定
○脱炭素・カーボン0
○新型感染症対策
○持続可能な⾷料⽣産

○SDGs未来都市
○スタートアップ・エコ
システム推進拠点都市

○地域バイオコミュニティ

＜拠点外の活動＞＜社会動向等＞

バイオ産業は2030年までに
約180兆円の巨⼤市場へ成⻑

課題① データ駆動型ゲノム育種（デジタル育種）技術の開発

課題② デジタル駆動による産業直結型ゲノム編集トータルパッケージの開発基盤
技術

実証
サイト 課題③ 家禽のデジタル育種とバイオ医薬品製造技術の開発

課題④ 微細藻類および植物による有⽤物質⽣産プラットフォームの開発 川崎

広島

広島



コンソーシアム活動拠点の機能強化

ゲノム編集イノベーションセンター
（広島⼤学イノベーションプラザ）

スタートアップ⽀援機能 シェアラボ機能

コンソーシアムの研究開発機能向上
社会実装を推進するスタートップ⽀援を実施

○ゲノム編集の実験設備類を整備
○コンソーシアム参画機関が利⽤する
ことが可能となる仕組みを構築

○商業登記可能なコワーキングスペー
スを整備
○スタートアップ⽀援の“ハコ”を提供

本格型では、共同
利⽤設備を拡充

プラチナバイオ社に
続くスタートアップ
を創出・育成

拠点の機能・魅⼒向上
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